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2010道本部組織労働局発第３９２号
２０１０年７月２日

　　　石狩地方本部
各　在札単組・総支部　執行委員長　　様

全道庁労連本部
自治労北海道本部

執行委員長　　山　上　　　　潔
（ 賃 金 労 働 部 ）
道教委による「通報制度」等、学校現場における教職員の人権侵害に

抗議し、教育の危機に立ち向かう集会の開催について
　連日のご奮闘に敬意を表します。
道教委は、北教組の「政治資金規正法違反事件」を口実に、教職員組合に保障されている交渉権や教育政策に関する協議の権利を軽視する不当な道議会答弁を繰り返し、北教組との交渉・協議を極めて限定的なものに制限してきています。このような姿勢に対し、連合北海道をはじめとする諸団体が道教委に対して、撤回・是正を求める要請を行ってきましたが、道教委は不当にも姿勢を変えようとはしていません。
道教委の「服務規律調査」や「通報制度」は、全国的にも例を見ない制度であり、法律関係者からも疑問が出されるもので、労働組合に対する不当労働行為そのものといえます。従って、道教委の「再調査」や「処分」の即刻停止、「通報制度」の撤回等、教職員の人権侵害に抗議して、正当な権利保障を求める意思統一の場として、以下のとおり、集会が開催されることとなりましたので、自治労道本部としても積極的に参加することとしますので、関係する単組のご理解とご協力をお願いします。
記

１．集会趣旨　　開催趣旨等の詳細については、別紙をご参照ください
２．主催団体　　日本労働組合総連合会北海道連合会
　　　　　　　　連合北海道公務・公共サービス労働組合協議会
　　　　　　　　北海道公務員共闘地公三者共闘会議
　　　　　　　　民主教育をすすめる道民連合
　　　　　　　　北海道高齢・退職者団体連合　
　　　　　　　　教育と労働運動の危機にたちむかう会
　　　　　　　　北海道退職教職員連絡協議会
　　　　　　　　北海道教職員組合
３．日　　時　　２０１０年７月１５日（木）　１８：００～１９：００　（受付17：30～）
４．場　　所　　北海道教育会館　７階「大雪」　　（札幌市中央区南３条西１２丁目）
５．内　　容　　開会宣言
　　　　　　　　主催者挨拶　　連合北海道会長
　　　　　　　　経過報告　　北海道教職員組合書記長
　　　　　　　　法的な問題　　北教組弁護団　弁護士
　　　　　　　　連帯のことば　　連合北海道公務・公共サービス労働組合協議会
　　　　　　　　　　　　　　　北海道公務員共闘地公三者共闘会議
　　　　　　　　　　　　　　　民主教育をすすめる道民連合
　　　　　　　　　　　　　　　教育と労働運動の危機にたちむかう会
　　　　　　　　アピール採択　　北海道退職教職員連絡協議会
　　　　　　　　閉会宣言
６．参加要請
　在札単組総支部を中心に以下のとおりとします。
　　　全道庁札幌　３０名、札幌市職連　３０名

札幌市労１０名、その他の在札単組各２名
※　参議院選挙が終了し、たいへんお疲れのことと思いますが、各単組においては、参加体制の確立をお願いします。不明な点は賃金労働部（櫛部、小杉）まで問い合わせ願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
【開 催 趣 旨】
　道教委は、北教組の「政治資金規正法違反事件」を口実に、教職員組合に保障されている交渉権や教育政策に関する協議の権利を軽視する不当な道議会答弁を繰り返し、北教組との交渉・協議をきわめて限定的なものに制限しました。
こうした議会答弁にもとづき道教委は3月、「学校教育に対する道民の信頼を確保する」などとして、「教職員の服務規律等調査」を強行しました。これは、全道の小中学校や高校の教職員を対象に、組合活動や政治的行為、教育課程、教員団体との関係などを聞き取るもので、憲法の要請によってすべての労働者に保障されている労働基本権、とりわけ団結権を侵害し、正当な組合活動に不当に介入するもので、明らかな不当労働行為といえます。また、協力・協働ですすめられている民主的な学校運営や教育内容・方法に不当に介入するものです。
さらに5月には、「教職員の政治行為」や「学習指導要領の違反」を地域住民・保護者から密告させる「通報制度」を創設しました。これは、①「密告」を奨励することにより保護者・住民・教職員を分断し相互不信・不和に陥れる、②教職員を常に監視の下に置き、かつ、人権侵害の危険にさらす、③自由で創造的であるべき教育活動や正当な組合活動の一切を違法なものとして教職員を委縮させる、などきわめて問題があるものです。
また、道教委は、卒業式や入学式において子どもや教職員に対し、「君が代」斉唱や起立を強制するなど、「教職員の共通理解をはかることが大切」などとした、これまでの北教組との交渉確認や話し合いの内容を一方的に反故にして、北教組の「方針転換」を求めるとともに、「日の丸・君が代」強制を一層すすめる「通知」を発出しました。さらに、教育局や地教委の職員等が学校現場に直接介入し起立や斉唱の状況を「調査」しました。
道教委が矢継ぎ早に強行したこれら一連の行為は、組合活動や政治活動、学校・教職員の教育課程編成権など、教職員に認められる正当な権利の一切を封じ込め、教職員の思想良心の自由を侵害し、創造的な教育実践を奪うものです。さらに、教職員と地域・保護者と関係を分断し、学校現場を混乱に陥れるもので、教育・労働条件の整備を行うべき教育行政の責務を著しく逸脱するものです。
すでに、連合北海道や道民連合、「弁護士有志の会」「教育と労働運動の危機に立ち向かう会」など様々な民主的な諸団体が道教委に対して、撤回・是正を求める要請を行い、教育現場の厳しい攻撃に歯止めをかけてきました。しかし、道教委は不当な姿勢を示し続けています。
道教委の「服務規律等調査」や「通報制度」等の攻撃は、労働組合総体にかけられた不当労働行為であることを共通の認識とし、「再調査」や「処分」の即刻停止、「通報制度」を撤回し、教職員の人権侵害に抗議し、正当な権利保障を求めていくための意志統一の場として、本集会を開催することとします。
以　上　
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